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 文書に見出しを追加します SICについて 

ご挨拶 

法政大学多摩キャンパスを社会課題解決の拠点にすべく、2023 年 4 月に「ソーシャ

ル・イノベーションセンター（SIC）」を開設しました。2013 年度に開設した多摩地域

交流センター（HUCC）を発展的に改組し、多摩キャンパスのボランティアセンターも

統合することで新設した組織です。 

 SIC のビジョンは、「社会課題を解決するための革新的な仕組をつくり続ける中心的

な拠点になること」であり、具体的なミッションとしては、1）ソーシャル・イノベー

ションマインドを醸成し、実践に結び付けるための人財育成・輩出、2）ソーシャル・

イノベーションに関する研究の推進、3）ソーシャル・イノベーションのためのトライ

セクター連携の推進を行うことを掲げています。 

 多摩キャンパスは町田市、八王子市、相模原市の市境に立地し、周辺地域にはさま

ざまな社会課題が存在しています。HUCC の 10 年間の歴史のなかで、学生たちは周辺地

域との交流を深め、近隣住民のみなさまとともに、市街地・ニュータウン地域、およ

び農村・中山間地域におけるさまざまなフィールドで社会課題の解決にチャレンジし

てきました。団地や商店街の活性化、地域コミュニティの再生、災害対策、伝統文化

の継承、耕作放棄地の有効活用、サーキュラー・エコノミーの実践等に取り組み、課

題解決に向けた成果がみえ始めるとともに、事業化の可能性も広がりつつあります。 

 SIC の最大の特徴は、これらの地域交流を核とした学生主体のプロジェクトにありま

す。大学によるソーシャル・イノベーションの取り組みはファンドを活用した起業支

援や教員主導のプロジェクトが中心となるケースが多いなかで、SIC では学生が主体と

なり、近隣住民のみなさまと協働しながら社会課題の解決に取り組んできました。今

後もこれらの果実を大切に引き継ぐとともに、周辺地域との交流をより一層深めなが

ら、企業や行政とも連携を図りつつ、社会課題を起点としたソーシャル・イノベーシ

ョンを目指していきます。 

 なお、当センターは本学教職員で構成される｢ソーシャル・イノベーションセンター

運営委員会（センター長、副センター長含む）」によって運営され、日常業務はコー

ディネーター、本学職員、および学生スタッフが担うユニークな運営形態をとってい

ます。当センターの取り組みに関心のある方は、どなたでもお気軽にお問い合わせ、

お立ち寄りください。近隣住民、企業、行政のみなさまには、変わらぬご支援を賜り

ますよう心よりお願い申し上げます。 

 

2026 年 4 月 

 

法政大学ソーシャル・イノベーションセンター長 

野田 岳仁（現代福祉学部 教授） 
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 SICについて 

SIC運営体制（2025年度） 

（2026年 3月時点） 

センター長    野田 岳仁（現代福祉学部 准教授） 

副センター長   樋口 明彦（社会学部 教授） 

運営委員     田中 優希（経済学部 教授） 

         谷本 有美子（社会学部 准教授） 

         水野 雅男（現代福祉学部 教授） 

         高見 京太（スポーツ健康学部 教授） 

連携研究員    千葉 岳志 

（日本郵政株式会社 スポーツ＆コミュニケーション部長） 

 木暮 美菜 

（埼玉大学大学院人文社会科学研究科 専任講師、法政大学 兼任講師） 

コーディネーター 本野 直子 

小幡 あゆみ 

事務局  多摩事務部 多摩事務課 学務担当 

SIC学生スタッフ 

   修士 2年 1 名 

   4年生   2 名 

   3年生  1 名 

   2年生  8 名    

   1年生   19 名 

 

SICの概要 

 法政大学多摩キャンパスは、郊外型のベッドタウンが広がる市街地エリアと、古くから

の自然・伝統の残る農山村エリアの中間に位置しています。そのため、日常的に様々な特

徴を持った環境に触れることができ、全国のあらゆる社会課題を考えるための基礎となる

数々の事例に接することができるという強みを持っています。「法政大学ソーシャル・イ

ノベーションセンター（SIC）」は、この環境を最大限に生かし、様々な社会的課題の解決

にチャレンジできる場所として 2023年 4月に開設されました。 

 現在、SICには 400名以上の学生が所属し、多摩キャンパスの周辺地域を中心に様々な

フィールドでそれぞれの活動に取り組んでいます。 
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 文書に見出しを追加します SICについて 

SICの特徴と取り組み 
 SICは、多摩地域交流センター（HUCC）の時

代の活動から積み重ねられたコミュニティ・ベ

ース、スチューデント・ベースの場であるとい

う特徴を持っています。これまで、その特徴を

最大限に生かしながら、市街地・ニュータウン

地域、および農村・中山間地域におけるさまざ

まなフィールドで社会課題の解決にチャレンジ

してきました。そのような取り組みの大半が、

学生の自主的な志によって生まれ、育ってきた

ということが、現在の SICの大きな財産となっ

ています。 

 その財産を生かしながら、SICでは今後も、

以下の 5つの活動を軸として地域社会の課題解決に向けた取り組みを一層進めてまいりま

す。 

 

 

 

SICのミッション 

 SICは、個人の利益のみならず社会全体の価値の創出を目指して、様々な社会的課題の

解決に取り組みます。その解決にあたっては、効率性・持続可能性・効果的・包摂的・公

正さといった観点から一層イノベーティヴな方法を模索し、ソーシャル・イノベーション

を推進していきます。その活動は、以下を目的とします。 

●ソーシャル・イノベーションを実践しようとする「ソーシャル・イノベーション・マイ

ンド」の醸成、ソーシャル・イノベーションを実践する人材の育成・輩出を行うこと 

●ソーシャル・イノベーションに関する事業や研究活動の支援を行うこと 

●ソーシャル・イノベーションのためのトライセクター（大学・地域・営利および非営利

団体）との連携推進を図ること 

●多様なイベントを地域に開いていくことで、多摩キャンパスの活性化を図り、同時にキ

ャンパス内外にさらに豊富な知見・情報・人のネットワークを創出すること 
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 特集：SICの新スペース 

特集 

SICの新スペース(Patio/mogoo) 

SICは多摩キャンパス内にある 2ヶ所の空きスペースを学生のための居場所やイベン

トのできるスペースとしてオープンするための準備を進めてきました。2025年度は、

学生たちがDIYでスペースの改修を行い、プレイベントを開催するなどの取り組みを

行いました。 

SICは開設から 3年が経過し、SICで活動するプロジェクトや所属学生数も年々拡大して

います。そこで、学生の活動の場やソーシャル・イノベーティヴな実践に触れる機会を増

やすために、SICでは 2025 年から多摩キャンパスの空きスペース活用に向けた取り組みを

開始しました。もともと売店の跡地であった Patio（パティオ）と mogoo（モグー）の 2ヵ

所を、学生たちが様々なことにチャレンジできる場所としてリニューアルオープンするた

めに、SICや有志の学生チームで協力し、開設に向けた準備を進めてきました。 

 2026年 4月には 2つの新スペースが正式に利用開始となり、SICの活動のさらなる拡大

を目指していきます。 

 

Patio：6号館食堂階段下（社会学部エリア） 
 大学での学びを豊かにするための場所として、SICが運営するスペースです。部屋には

プロジェクターが設置されており、様々な興味関心を持った学生間の交流会やイベント実

施、ゼミでの活動など様々な用途で使用することができます。 
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 特集：SICの新スペース 

mogoo：11号館食堂 1階（経済学部エリア） 
 多摩キャン生の「やりたい！」を形にできる場所として運営するスペースです。壁など

の改修は学生たちが DIYで行いました。社会課題解決のアイデア実現に向けた調査や実験

イベントを実施できるだけでなく、フリースペースとしても開放されています。 

学生たちによるリニューアルプロジェクト 
 新スペース（Patioと mogoo）の活用にあたっては、有志

の学生が集まり、壁の補修や色塗りなど DIYによる改修作業

を進めてきました。大学の施設保全部や専門業者の方のアド

バイスを受けながら作業を行い、室内の家具も大学で不要と

なった什器を再活用。自らの手で「居場所づくり」をすると

いう貴重な体験となりました。 

 改修作業に関わった学生達は、その後スペースの運営に携

わる学生スタッフとして「MoPA」という名でチームを組み、 

スペースを利用した学生活動のサポートや交流機会の創出に取り組んでいきます。 

イベント 
 スペースの改修作業と並行して、新スペースの認知度を上げるための様々なイベント実

施にも取り組みました。MoPAが中心となり、SICで活動する他の学生プロジェクトなどと

協力しながら、学生同士の交流会や、キャンパス近隣事業者と協力したカフェイベントを

実施。その他にも、カラオケ大会や映画の鑑賞会など学生の関心を惹くようなイベントを

行うことで、まずはスペースに足を運んでくれる学生を増やすことを狙いました。 

 今後は、学生企画のイベントはもちろんのこと、ゼミでの教育・研究活動やキャリア支

援、さらに DEI（Diversity Equity & Inclusion）推進など、教員や他部署とも協働しな

がら、多摩キャンパスの多様な学びを生み出す拠点となることを目指して活用をすすめて

いきます。 

【Patio】 【mogoo】 
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 実践する～LAB.～  
j 

学生プロジェクト  

キャンパス周辺をはじめとした地域社会の課題解決やイノベーションの実践に取り組む

研究やゼミ、サークル、個人活動を SICに登録すると、様々な支援を受けることができ

ます。特に、学生主体のプロジェクトには助成金制度もあり、多種多様な課題への取り

組みをサポートします。 

【２０２5年度に活動した SIC学生プロジェクト】（23団体） 

  

■SIC学生スタッフ 

■館ヶ丘プロジェクト 

■寺田団地活性化プロジェクト 

■わくわくほうせい！ 

■佐野川プロジェクト 

■藤野やまなみプロジェクト 

■ゆうやけプロジェクト 

■Team Ethical  

■Team Fashion 

■Team Circulation 

■しろやまふれんず 

■法政馬広場 

■若葉台プロジェクト 

■あつまれ緑区プロジェクト 

■HTLプロジェクト  

■地域にスポーツの楽しさ

を広めよう！ 

■館ヶ丘 YouthBASE 

■もとはち水縁プロジェクト 

■フェアトレード推進プロ 

   ジェクト terra 

■SIC学生ボランティア 

  スタッフ（※） 

■新スペース運営チーム 

  MoPA（※） 

■Team Management（※） 

■Team Magaｚine（※） 

（※）助成金を受給せず SICに活動登録のみしているプロジェクト 
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 文書に見出しを追加します実践する～LAB.～ 
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 実践する～LAB.～  
j 

自由を生き抜く実践知大賞 

 2025年度（第 9回）「自由を生き抜く実践知大賞」で、SIC

所属の Team Ethical by ホーセーイノベーションクラブによ

る「100円モーニング」の取り組みが「後援会賞」を受賞しま

した。この取り組みは、SIC教員プロジェクト「スポーツブラ

ンディングラボ」からの資金支援を得て、1食あたり 500円相

当の食事を 100円で提供し、学生に朝食の習慣づけと交流の場を提供することを目的とし

たものです。授賞式では、ダイアナ・コー総長より「地域や卒業生との連携に加え、在学

生同士の交流や良い生活習慣の形成につながる側面もあり、多面的な意義を持つものだと

感じた」とのコメントもいただきました。 

相模原市地域活動・市民活動ボランティア認証制度 

 2026年 2月 6日、ウェルネスさがみはらにて「令和 7年

度相模原市地域活動・市民活動ボランティア認定制度」認定

証贈呈式が行われ、ソーシャル・イノベーションセンターか

らは相模原市緑区で活動する 5プロジェクトが本村市長から

認定証を授与されました。今年度は、30時間以上の活動実

績のある学生に贈られる「個人賞」にも 23 名が認定されま

した。なかには 150時間以上の活動実績がある学生もおり、

地域での活発な活動を改めて実感することとなりました。この認定制度は、相模原市と締

結した包括連携協定に基づいて実施する「相模原市地域活動・市民活動ボランティア認定

制度」により、公益的な活動に積極的に参加し、地域住民の福祉の増進及び市民生活の向

上に貢献した個人や団体に対し、相模原市として認定の上、認定証を贈呈するものです。

なお、本学は 2020年度に相模原市との包括連携協定を締結しています。 

【受賞団体】 

・たまぼら 藤野やまなみプロジェクト  ・たまぼら 佐野川プロジェクト 

・しろやまふれんず  ・若葉台プロジェクト  ・あつまれ緑区プロジェクト 

SIC 教員プロジェクト 

SICでは、学生のみならず、教員によるプロジェクト活動も支援しています。 

人馬のウェルビーイング 

 多摩キャンパスの城山校地は体育会馬術部の活動拠点とな

っており、部員たちは 10頭ほどの引退競走馬と共に日々体

育会活動に励んでいます。その馬術部が中核を担う『人馬の

ウェルビーイング』は、地域社会において子供や障害者を含

む人々と、引退競走馬をはじめとする「馬」との関わりを深

め、人馬双方の健康で幸福なくらしの実現を図る、本学発祥
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 文書に見出しを追加します実践する～LAB.～ 

の活動です。 
 2024年度には、SICの新たな学生プロジェクトとして「法政馬広場」がスタートしまし

た。地域の子供たちへ馬との触れ合いやウェルネス乗馬を提供できるよう、学生主体で企

画・運営に取り組んでいます。こうした学生プロジェクトの活動は、人馬のウェルビーイ

ングをめぐる本学の取り組みに新たな広がりをもたらすものとして、今後のさらなる展開

が期待されます。 

スポーツブランディングラボ 

 2023年度の SIC発足以降、多摩キャンパスの強みである“法政スポーツ”を広く認知

し、体育会学生を応援してもらえることを目指し、SIC教員プロジェクトとして活動して

います。2025年度には、主に以下の活動を行いました。 
① 100円モーニング企画への協力 

 SIC学生プロジェクト Team Ethical by ホーセーイノベー

ションクラブの「100円モーニング」企画への資金援助およ

び管理栄養士（スポーツ健康学部卒業生）によるメニュー

監修に協力しました。この取り組みは、本学の「自由を生

き抜く実践知大賞」において「後援会賞」を受賞すること

ができました。 

② 恩方地区運動会への参加 

 2025年 10月 12日に八王子市恩方地域で行われた多世代

が参加する地域の運動会に、陸上競技部の部員たちが参加

しました。徒競走やリレーなどの種目はもちろん、綱引き

やパン食い競争など様々な種目に参加し、地域の方々とス

ポーツを通じた交流を行いました。最後には、長距離ブロ

ックの学生が箱根駅伝の応援をお願いする挨拶をして、多

くの方に法政大学を応援していただくことにもつながりました。 

③ 学生生活課主催・課外教養プログラム「法政サッカー部公式観戦ツアー」への協力 

 法政大学多摩学生生活課主催の法政大学サッカー部公式

観戦ツアーは、「法政スポーツ」の応援を通じて、法政大

学への帰属意識の涵養や学生同士の交流促進、多摩キャン

パス活性化を目的として行われています。今年度は、2025

年 10月 30日に実施。SICも本取り組みに協力し、有志の

学生によるサッカー観戦のポイントや注目選手などについ

ての説明会やドリンク・軽食の提供も行いました。その結

果、本ツアーには例年より多くの学生が参加し、アンケートでは、「感動的なサッカー

を見ることができた」「事前レクチャーがあった為、親近感を持って試合観戦が出来

た」「事前情報、軽食含めサッカーを全く知らない自分でもとても楽しくサッカーを観
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戦することができた」という声を聞くことができ、参加者の満足度もとても高いプログ

ラムとなりました。 

④ 相原スポーツ広場 FUN DAY 

 2025年 11月 8日に行われた町田市相原中央公園内にあるスポーツ広場で開催された

スポーツイベント「相原スポーツ広場 FUN DAY」に陸上競技部員が参加しました。当日

は、子どもたちに正しい走り方を教える「走り方教室」の講師を担当し、訪れた子ども

たちへ 20分の教室を 8回実施。合計 44名の方に参加してもらうことができました。 

⑤ 法政クラブでの紹介動画の制作 

 法政クラブは、学生、卒業生、企業、地域の方々

が出会い、学び合いながら、新たな価値を生み出し

ていく場です。今年度のスポーツブランディングラ

ボでは、法政クラブで指導する学生や参加者の方々

の声を通して、法政クラブを知ることのできる動画

を作成しました。2026年 2月に公開後、年度末まで

に 2,000回近い視聴数を達成しました。 

動画は下記 URLからご覧いただくことができます。 

 

 

 

CAMP in Campus 

CAMP in Campusは避難生活の代替案として大学のキャンパス

内でテントを張って野営を行う実証実験の取り組みで、現代福

祉学部・水野雅男研究室が主催しています。 

 現代でも日本の避難所の多くが小中学校の体育館に雑魚寝と

いう状況にある中で、CAMP in Campusは「人間らしい」避難生

活を送る環境を作り出すことを目標とし、法政大学多摩キャン

パス内の芝生広場を会場として、年に 4回、シーズンごとに

キャンプを実施しています。 

 2025年度は、ヤマザキ動物看護大学と協力し、ペットを

連れた避難生活のあり方も検討しました。SICでは引き続き

本活動をサポートしていきます。 

  

法政クラブの “想い" ～法政クラブのご紹介」 
（URL：https://www.youtube.com/watch?v=S28n9Enb_SE） 
                                    
動画 QRコード→ 
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SIC教育プログラム 「たまらぼ」 

多摩キャンパスは山間地域と

都市郊外のちょうど中間あたり

に立地しており、さらに、社会

課題について学ぶ学部が集まっ

ています。その特徴を生かし、

社会課題の解決に向けて持続的

に活動する「社会的起業」を目

指す学生を支援するプログラム

として、NPO法人 ETIC.の協力を

受け、2023年度に新たな課外プ

ログラム「たまらぼ」を新設し

ました。たまらぼの理念は「自

ら行動して新しいチェンジを生み出すための場」。実践に重きを置いた講座やメンターに

よる伴走支援によって、学生たちのチャレンジをサポートしています。 

チェンジメーカーズ ラボ in 多摩（通称：たまらぼ） 
 地域や社会の課題が複雑化・多様化していく中、創造的なアイディアや行動で、現状を

変えていく「Changemaker（チェンジメーカー）」が求められています。SIC では、チェン

ジメーカーや起業家など、現状から課題解決の突破口を見いだして行動していく人達が集

う新たなプログラム「チェンジメーカーズラボ in 多摩（通称：たまらぼ）」を 2023年度

に立ち上げました。 

 3年目となる今年度（2025年度）は、5つのチームがプログラムに参加し、約 3か月に

わたるプログラムを受講。自ら考え行動することを第一に、それぞれの社会課題に向き合

いました。 

2025年度の学生たちが取り組んだテーマ 

・若者向けの旅行支援サービス 

・フリースクールでの不登校生向け職業学習支援 

・災害復興×ボランティア×旅行のコーディネートサービス 

・窓を活用した個人商店向け広告サービス 

・多摩キャンの居場所＝カフェ×交流 

プログラムの特徴 
1. 同世代コミュニティと専門家によるバックアップ 

 起業やチェンジメーカーになることを目指す同世代の仲間が集い、相互に刺激を与え合

いながら、課題解決への道筋を探ります。また、大学や、社会起業家を目指す若者支援に

取り組んできた NPO法人 ETIC.のコーディネーターをはじめ地域の中間支援コーディネー
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ターも加わり、学生のプロジェクトの加速を全面バックアップします。 

2. 講座やフィールドワーク、メンタリングなどからなるプログラム 

 講座やフィールドワークなど多様な内容で構成されるプログラム参加を通じて、プロジ

ェクトが磨かれていきます。学んだ知識をもとに、プロジェクトを持続可能にするための

ビジネスモデル構築や、リソース調達について学ぶことができます。 

3. 優秀な活動に対しては大学からの支援金も！ 

 優秀な活動には、大学から支援金（最優秀賞 30万円、優秀賞 10万円）が贈られます。 

 また、プログラム参加後も、引き続きの活動をサポートします。 

2025年度のプログラム内容 
第 1回：キックオフ（プロジェクトの立ち上げ方） 

    ゲストプレゼンテーション 

    ①大場勇弥氏（フリースクール cas!ca代表） 

    ②平井登威氏（NPO法人 CoCoTELI代表） 

第 2回：ターゲットの深堀り・ペルソナ設定    

    顧客ニーズを一層深く理解するための行動計画策定 

第 3回：各チームの 5分プレゼン（顧客インタビューの結果） 

    事業やサービスの仮設づくり 

第 4回：各チームの 5分プレゼン＆フィードバック 

    「伝える」ための方法 

第 5回：成果報告会（DEMO DAY） 

たまらぼDEMO DAY 
 たまらぼプログラムの最終回には、それぞれのチームに

よる最終発表会（DEMO DAY）が行われ、優秀なプレゼンに

は大学から支援金（最優秀賞 30万円、優秀賞 10万円）が

贈られます。 

 今年度は、2025 年 11月 4日（火）、東京たま未来メッ

セ（東京都八王子市）にて、2025年度 SIC 教育プログラ

ム「チェンジメーカーズラボ in 多摩（たまらぼ）」の最

終報告会“DEMO DAY”を開催しました。プログラムに参加

している学生のほか、地銀などの金融機関、町田市や八王子市で地域活動を支援する組織

などからもご参加いただき、オンライン視聴も含めると約 40名が集まる活気のあるイベン

トになりました。 

【審査員】 

・小川 佳那惠 氏（特定非営利活動法人かぷかぷ山のようちえん 理事長） 

・高井 大輔 氏（特定非営利活動法人プラナス 事務局長） 

・大場 勇弥 氏（cas!ca 代表） 
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たまらぼ 歴代受賞者の紹介 

第１回目（2023年度） 

最優秀賞：法政大学多摩キャンパスと駅間における移動の利便性向上 

 多摩キャンパス長年の課題とされる「交通アクセス」。

そこで、バス移動の代替手段として、電動モビリティの導

入プランを提案。学生の移動手段以

外にも周辺地域への観光・産業の活

性化等に生かすことのできる新たな

ビジネスモデルとして、審査員から

の高い評価を受けました。 

優秀賞：Fun Quest「孤育てからの解放」×すべての子供への多様な学びと経験の機会創出 

 共働きの子育て世帯において、離職を選択する女性が多い現実に対

し、学生の力で共働き世帯の抱える問題を解決する「FunQuest」を提

案。学生が学んだことを生かす実践の場と共に、子ども見守りサポー

トのサービスを通じて、「孤育てからの解放」と「全ての子どもへの

多様な学びと経験の機会創出」を目指しました。 

優秀賞：食と音楽の掛け算で新たな繋がりをデザインするプロダクト『Moodish』 

 チームのビジョンは「好きなことに注力する人を増やしたい」。一

般大学生よりも音大生の就職率が低いことに着目し、音大生たちへの

ヒアリングで音楽以外の選択肢を知る環境に無いことを発見。そこ

で、音楽特化のピンポイントアルバイトのプロダクト「Moodish」を提

案しました。 

 

第 2回目（2024年度） 

最優秀賞：バス通学を便利に、学生×飲食店をつなぐアプリ開発 

 多摩キャンパスでは、多くの学生が路線バスを利用し

て通学しています。そこで、バスの待ち時間

を減らすため、大学から最寄り駅までのバス

の時刻表を簡単に調べることのできるアプリ

「たまっぷ」を開発。さらに駅周辺の飲食店

と提携し割引サービスを付加したことで、学

生の利用を促し、キャンパス周辺の地域活性

化にも寄与することを目指しました。 
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優秀賞：カフェで紡がれる、若者のための居場所プロジェクト 

 中高生の居場所に対する支援の不足と、若者の孤独感・自己肯定感

の低さを解決するために、中高生の居場所支援を大学生のボランティ

アで行うプロジェクトを提案。中高生が気軽に立ち寄ることのできる

カフェを大学生が運営することで、全ての若者に「安心感」と「選択

肢」がある未来を目指していきます。 

優秀賞：学んだ後はソクメシ！昼食を受け取るデリバリーサービス 

 近隣に飲食店が少ない多摩キャンパスの昼食問題の改善のため、事

前に注文を受け、指定場所ですぐにお弁当を受け取れる仕組みを考え

ました。プログラム中には近隣の飲食店の協力を得て実証実験も行

い、学生からも好評でした。 

 

第 3回目（2025年度） 

最優秀賞："方舟の旅" プロジェクト 

 全国各地で災害が多様化・激甚化し、災害からの復興が

地域課題となる中、実際に何度も能登へ足を運び、復興活

動と旅行を組み合わせたツアーの企

画・仲介を行うサービスを提案しま

した。今後は、事業化に向けたプラ

ンの精査と試行ツアーの実施などを

予定しています。 

優秀賞：フリースクール先での不登校生向け職業学習支援 

 自身の原体験をもとに、不登校の子どもたちに向けた職業講演イベ

ントを企画・実施。不登校の子どもたちにとって、学校を卒業した後

の進路を考えるためのサポートが不十分であることを課題と考え、地

域で働く方々を講師にした講演会を実施しました。 

優秀賞：地域を盛り上げる スキマ広告－町の余白をデザインするお店を地域一丸で支えてい

く新しい広告サービス－ 

 窓や扉などの空きスペースを活用して広告を掲載する個人商店向け

の広告サービスを提案。地域の思い出のお店を残したいという思いか

ら生まれたアイデアです。近隣地域の商店街を対象として、サービス

の営業から広告の制作・掲示をするという実証実験を行いました。  
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SICカフェ 

SICでは、ゲストを招いて、学生も地域も共に学び、“語り合う場”として「SICカフェ」

を開催しています。カフェでの学びをきっかけに、新しい活動のヒントになったり、人と

の出会いによって日常が少し豊かになったり、そんな学びと出会いの気軽な交流拠点

を目指します。

 
第 1回 （202５年６月６日）  

「子どもの自然体験活動から広がる社会づくりを知ろう」 

ゲスト：吉田愛都さん（NPO法人グリーンウッド） 
2025年度第 1回目の SICカフェは、人口 1,500人ほど

の長野県泰阜村で子どもたちの自然体験教育を行ってい

る NPO法人グリーンウッドの吉田さんにゲストとして、

お越しいただきました。 

NPO法人グリーンウッドは、自然の中での生活を通し

て生きる力や人とのつながりを生み出していく「ねっこ

教育」を掲げ、山村留学事業やフリーキャンプなどの教

育事業を幅広く行っています。 

吉田さんからは、子どもたちが自然の中で暮らすことでどのような変化が生まれるのか

についてさまざまな経験談をもとにお話いただき、分断の進む現代社会において人とのつ

ながりを感じることのできる「体験」を生み出すことの重要さを感じることのできる回に

なりました。カフェに参加した学生の中には、昨年実施された「山賊キャンプ」にボラン

ティア参加した学生もおり、子どもたちと自然の中で過ごすことの楽しさや意義について

語りあうことができました。 
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第 2回（2025年 6月 18日）  

「戦後 80年。多摩キャンパスからもう一度平和について考える～語り部さんによる被爆体験

講和～」 

ゲスト：上田紘治さん、永町謙さん（八王子平和・原爆資料館 語り部） 

 第 2回目の SICカフェは、学生主体で実施した出張平

和資料館企画の一環として、EGGDOMEのスローワールド

カフェを会場に、八王子平和・原爆資料館の語り部の方

をお招きして開催しました。 

 お 1人目の登壇者である上田紘治さんは 3歳の時に広

島で被爆し、現在は八王子で暮らしています。長年被爆

の後遺症に苦しまれてきた上田さんからは、原爆がいか

に人間にとって恐ろしいものであるのかというお話を聞

くことができました。 

 また、2人目の登壇者である永町謙さんは、八王子平和・原爆資料館に所蔵されている

広島で被爆死した学生の学生服の持ち主、豊島長生さんのご親族です。永町さんからは、

当時「建物疎開」の作業に従事している中で被爆し亡くなった豊島さんをはじめとした県

立広島二中の生徒たちの話をお聞きすることができました。  

 講演後は、出張展示企画として多摩キャンパス内に展示していた八王子平和・原爆資料

館の所蔵品をみんなで見学。今回のカフェには、多摩キャンパス近隣地域の方々にもたく

さんお越しいただくことができ、戦後 80年の機会に改めて平和について考えることのでき

る貴重な機会となりました。 

 

第 3回（2025年 7月 14日） 

「ゴミ山から仕事を創り出す ガーナで取り組むソーシャル・イノベーション 環境問題×貧困問

題×アート」 

ゲスト：木村太一さん （MAGO MOTORS JAPAN株式会社 取締役） 

第 3回目の SICカフェでは、多摩キャンパスの卒業生

（2011年経済学部卒業）でもある MAGO MOTORS JAPAN 株

式会社の取締役木村太一さんをお招きし、お話していただ

きました。 

木村さんは「世界最大級の電子機器の墓場」と言われる

ガーナで、廃棄物で作ったアート作品の販売によって現地

にリサイクル工場建設を進めるとともに、EV事業や農業

など現地で雇用を生み出すための事業拡大にも取り組まれ

ています。 

お話の中では貧困や環境汚染など、現代社会に山積する様々な課題を解決するためには

持続的な関わりが重要であり、そのためには金銭的資源を確保することも重要であるとい

うことにも触れられていました。参加した学生たちは、多摩キャンパスの先輩の新たな取

り組みに刺激を受けたようで、講演後は活発な質疑応答がなされていました。 
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第 4回（2025年 10月 10日）  

「茶×観光＝まちおこし～嬉野ティーツーリズムから学ぶ新しい「旅」のかたち～」 

ゲスト：北川 健太 さん（旅館大村屋 15代目） 

2025年度第 4回目の SICカフェは、佐賀県嬉野で温

泉旅館を営みながら、「暮らし観光」や「ティーツーリ

ズム」など新たな旅のスタイルづくりに取り組む北川健

太さんをゲストにお招きしました。 

佐賀県嬉野市は、嬉野温泉と嬉野茶、さらに陶器（備

前吉田焼）が有名なまちですが、バブル崩壊以降、観光

客の減少に悩まされていました。そこで地域の旅館経営

者や茶農家の方々が協働して生み出したのが、「一杯のお茶を求めて旅する」ことを掲げ

た「ティーツーリズム」というスタイルです。 

高台の茶畑の中に設置した天茶台など特別な空間でお茶を提供する「茶空間体験」や、

嬉野茶を持ち歩きながら観光することのできる「歩茶」など、お茶をめぐる「体験」をデ

ザインすることで、お茶の付加価値を高め、観光地に来る人も増加するという相乗効果を

生み出しています。 

カフェに参加した学生の中には、佐野川地区でお茶栽培に取り組む「佐野川プロジェク

ト」の学生もおり、自分達の取り組む活動とリンクさせながら、既存の資源を活用して地

域を活性化する方法について考え直すよい機会となりました。 

 

第 5回（2025年 12月 8日）  

「アイデアを動かし、組織を動かすープロダクトマネジメントで課題を整理する力を学ぶ」 

ゲスト：八木 誠 さん（トラパス株式会社 CEO） 

 2025年度第 5回目の SICカフェはトラパス株式会社の

八木 誠さんをお招きし、アイデアを形にするための考え

方「プロダクトマネジメント思考」についてのレクチャー

を行っていただきました。 

 学校向けのシステム開発やキャリア支援会社で事業や組

織開発を行ってきた八木氏からの具体例を用いたレクチャ

ーや、ワークショップも交えながら、アイデアを形にする

ための道筋や、そのための組織（仲間）の作り方などにつ

いて学ぶことができました。 

 SICに所属する学生プロジェクトの中にも、メンバー数が拡大したことで、メンバー間

での情報共有や役割分担などチームマネジメントに悩むプロジェクトが増えてきていま

す。参加した学生からは、「メンバーで目的意識を共有することの重要性がわかった」、

「今後の活動に活かしたい」といった声が聞かれ、自分たちの活動の進め方を見直す機会

となったようでした。 
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 参加する～EVENT～ 

イベント 
 
SICでは、さまざまな主催イベントを通して、学生・教職員・近隣住民など外部の皆様と
ソーシャル・イノベーションを感じることのできる機会も設けています 

オープンキャンパス 
 2025年 8月 5日・10日に多摩キャンパスで開催された

オープンキャンパスで、ソーシャル・イノベーションセン

ター（SIC）の活動を紹介しました。 
法政大学のオープンキャンパスは学生スタッフが主体と

なって企画・運営されており、SICのブースでは SIC学生

スタッフが参加しました。 

 SICでは「“多摩キャンパス”をめいっぱい楽しむ！」

をテーマに、多摩キャンパスでの課外活動として、学生プ

ロジェクトの活動や、ボランティア活動などをポスター

展示し、日常の活動の様子を紹介しました。また、今回

のオープンキャンパスでは、SIC所属の佐野川プロジェ

クトが育てた「佐野川法政茶」の冷茶の試飲も行いまし

た。SICを訪れた来場者は学生スタッフの話を熱心に聞

いてくださり、SICでのプログラムや学生プロジェクト

の個別活動について会話も弾んでいました。 
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 文書に見出しを追加します参加する～EVENT～ 

中間報告会 
2025年 10月 11日（土）、SICに所属する学生プロジ

ェクトの中間報告会を開催しました。 

学生 PJは年度初め（今年度は 5月）に助成金申請の審

査会を受け、1年間の活動を行います。中間報告会は半年

間の活動の成果や課題、また秋以降の活動計画などを共

有するために実施しています。各 PJの活動状況を知るだ

けでなく、学生同士や、SIC運営委員（教職員）との間で

意見交換が行えることも大きな特徴です。 

中間報告会には、PJ 化を目指して秋学期から助成金を受けて活動する 2つのチームや、

学生ボランティアスタッフも含め、60名近くの学生たちが参加しました。学部生には経験

の少ない、ポスターセッション形式での発表で緊張感のある様子でしたが、フロアからの

質疑も活発に出され、幅広く活動している様子をお互いに知ることが出来ました。また、

後半の学生スタッフが主催したワークショップでは、SICや SIC学生スタッフに期待する

ことについて考えるワークを実施。ワークショップで様々な PJ間の交流が深まり、コラボ

企画が生まれるなど、新たな活動のきっかけとなるイベントになりました。 

 

地域交流 DAY 
 SICに所属する学生 PJの年度末の活動報告会として「地

域交流 DAY」を毎年開催しています。SIC の前身となる多

摩地域交流センター（HUCC）開設時から続く「地域交流

DAY」は、学生プロジェクトの年度末の活動報告として開

催しており、地域の方々と学生が今後の地域の在り方につ

いて語り合う場となっています。2025年度は 2026年 3月

1日（日）に開催しました。 

今回の「地域交流 DAY」では、今年度活動を行った SIC

学生プロジェクト 20団体に加え、4月より本格稼働する新スペース mogoo・Patioの運営

チーム MoPAによる年度末の最終報告を行いました。 

また、活動報告会終了後は、ポスターセッションおよび

SICの学生スタッフが企画したワークショップを開催しま

した。当日は、学生プロジェクトに参加している学生や教

職員だけでなく、近隣地域の住民や関係機関の方々など総

勢 140名近くの皆さまにご参加いただき活発な議論が行わ

れ、盛況に終わりました。 
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 参加する～EVENT～ 

その他のイベント 

出張平和資料館企画 

2025年 6月 16日（月）～6月 20日（金）の期間で学生

自主企画（SICの協力）として、八王子平和・原爆資料館

の出張展示を開催しました。また、期間中の 6月 18日

（水）には原爆の語り部の方をお招きした SICカフェ（講

演）も実施しました。 

本企画は、学生有志

の団体 H2Oによる提案

で実施。戦後 80年を迎

え、少しずつ風化していく戦争の記憶を語り継ぐため、

学生やキャンパス近隣地域の方々が戦争や原爆に関する

展示に触れる機会を創出し、改めて平和について考える

機会を生み出すことを目的としたイベントです。 

実施にあたっては、八王子平和・原爆資料館の展示品をお借りし、多摩キャンパスでの

出張展示を行いました。広島で被爆死した中学生・豊島長生さんの血染めの服や、熱線で

溶けた皿、原爆瓦など原爆に関する展示品のほかに、原爆に関する解説パネルなどを展

示。学内外の多くの方に参加していただき、改めて平和の大切さについて考える機会とな

りました。 

 

HOSEI DEI FEST  

2025年 11月 28日（金）、法政大学多摩キャンパス

の円芝を会場に、学生有志による DEI（Diversity, 

Equity and & Inclusion）推進のための野外音楽イベン

ト「DEI FEST」を開催しました。 

 このイベントは、学内の DEI推進活動の一環として、

学生主体で「楽しさ」と「学び」の融合したアプローチ

を模索したもので、DEIの理念を文化・芸術を通じて体

感してほしいという思いが込められたイベントでした。 

当日は、ダンスミュージックを中心とした音楽イベン

トの実施に加え、ダイバーシティ・エクイティ＆インク

ルージョンセンター（DEI センター）協力のもと、DEI

と音楽の関係について学ぶことのできる展示も実施しま

した。さらに、本イベントには本学のダイアナ・コー総

長からのメッセージも寄せていただき、その音声を会場

で流す場面もありました。イベントには学生だけでなく、近隣地域の住民の方なども含め

100名近くの方が足を運んでくださり、参加者たちは DEIに関する展示を見学したり、DJ

の音楽を聴きながら会話を楽しむ様子がみられました。 
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 触れる～VOLUNTEER～ 

ボランティア 
SICにはボランティアセンターとしての機能もあり、地域・社会が求めるボランティア

活動に学生の皆さんが参加する機会を提供しています。多様なボランティア・ニーズに

触れることが地域社会の課題への気づきにつながります。 

竹カフェ 

「竹カフェ」は、相原地区協議会との連携事業として毎年開催している地域交流イベン

トです。2025年度は下記の内容で竹カフェを開催しました。 

 

竹カフェ １回目 防災イベント 

竹カフェ 1回目の開催（2025年 9月 20日開催）は、

「CAMP in Campus」の活動紹介と、ボランティアスタッ

フによる「防災シミュレーションゲーム」の二本立て企

画で開催しました。 

「CAMP in Campus」の活動紹介では、実際に使用して

いるテントやテーブル、調理器具などに触れて、使い心

地を体験してもらうほか、2024年元日に起こった能登半

島地震の被災地である石川県珠洲市での支援活動についても紹介しました。 

防災関連企画では、ボランティアスタッフの考案した防災シミュレーションゲームとし

て、防災にまつわるクイズと、身の回りのもので簡単に作れる防災グッズを実際に作って

みるワークショップを行いました。災害発生から時系列に沿って展開していくストーリー

仕立ての企画となっており、大変好評でした。 
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触れる～VOLUNTEER～      

竹カフェ 2回目 ボッチャ大会 

2026年 3月 7日には、2回目の竹カフェとして、パラ

リンピックの公式種目で、年齢や性別、障がいの有無を

問わず、交流を深めるのに最適なパラスポーツ「ボッチ

ャ」の体験大会を実施しました。 

当日は、学生ボランティアスタッフ 4 名と、オープン

キャンパスリーダーズの学生 2名、地域の方々21名の計

27名が参加し、全 4チームでの総当たり戦を行いまし

た。上位チームから、景品の法政グッズをゲットできる

形式で、熱い試合が繰り広げられました。試合が進むにつれ、参加者全員が打ち解け、和

気あいあいとした雰囲気となり、地域の方と学生の交流を深める場となりました。 

 

★学生天国★ 

「★学生天国★」は大学コンソーシアム八王子に加盟

している 25大学等に所属するサークルやゼミが、日ごろ

の活動や研究の成果を披露するイベントです。SIC学生

ボランティアスタッフは毎年参加しています。今年度は

2025年 5月 11日（日）に開催され、防災をテーマに、

防災カードゲーム「なまずの学校」の試遊に加え、自分

たちで作った防災クイズのブースを展開。昨年よりもさ

らに幅広い年代の方々に楽しみながら防災の知識に触れ

てもらうことができました。また、学生自身も参加者の方々との交流の中で多くを学び、

今回も実りある活動になりました。 

 

救急救命・防災減災ワークショップ「学生と学ぶ、命のそなえ」 

8月 30日（土）、31 日（日）の 2日間で、JR東日本

八王子支社の防災・減災啓発イベントに、ソーシャル・

イノベーションセンターの学生スタッフとボランティア

スタッフが参加しました。 

当日は、八王子駅の多目的スペース「つながルーム」

を会場に、神戸市消防局職員が開発したカードゲーム型

の防災訓練教材「ダイレクトロード【初めての町】」を

使用したワークショップを実施。駅構内での開催という

こともあり、両日ともに当初の想定よりも多くの方々にお立ちよりいただき、2日間で 50

名以上の方が参加してくださいました。参加者はご夫婦、親子、防災について学んでいた

大学生など多様で、東日本大震災を間近で体験された方などからお話しをお聞きする機会

もあり、学生にとっても有意義な時間となりました。 
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 触れる～VOLUNTEER～ 

まちカフェ！ 

「市民協働フェスティバル『まちカフェ！』」は、町田

市内で活動する NPO法人や市民活動団体、地域活動（町内

会・自治会）などが一堂に集い、活動発表などを通じて交

流を深めるためのイベントです 

2025年 11月 29日（土）に開催された今年度のまちカ

フェ！には、子ども向けの防災クイズ企画を実施しまし

た。防災にまつわる三択クイズを出題し、答えだと思った

番号のバケツにお手玉を入れることができれば正解、とい

う、体も動かしながら学ぶことのできる企画で、30組以上の方にご参加いただけました。 

 

防災体験フェスタ 

2025年 12月 13日（土）には、子どもセンターぱお（町田市相原町）で開催された「防

災体験フェスタ」に SIC学生ボランティアスタッフが参加しました。 

防災体験フェスタは、子どもセンターぱおが「ひとりひとりの防災意識を高めることで

地域全体の防災力を高めよう」という思いで開催されているイベントです。 

SIC学生ボランティアスタッフは、防災カードゲーム「なまずの学校」体験と防災クイ

ズのブースを運営しました。昨今の自然災害の多さによる防災意識の高まりもあり、お子

様連れのご家族を中心に、多くの方々にご参加いただきました。遊びながら本格的な防災

知識が学べるゲームとして、子どもたちにも楽しく参加してもらえたようでした。 

 

【SIC学生ボランティアスタッフ】 

学生のボランティア活動促進のための学生スタッフです。町田市相原地域の住民交流イ

ベント運営のほか、地域のイベントへの協力などを行っています。 

 

その他のボランティア活動（一部） 

国際交流団体「Fitus」と福祉施設との交流 

 国際交流団体 Fitus（フィッタス）は大学公認のサー

クルとして、留学生と日本の学生の懸け橋になることを

目的に多摩キャンパスで活動している団体です。 

今年度は、Fitusのメンバーが学生間だけでなく、地

域の方々など交流の幅を拡大することを希望していたこ

ともあり、SICサポートのもと、相原地域の障害福祉サ

ービス事業所・ハーモニーとの交流を始めました。利用

者の方々とボッチャやカードゲームで一緒に遊んだり、留学生が自身の出身地を紹介する

「旅行トーク」を行ったりしたことで、Fitusのメンバーたちからも、属性を超えた交流

や対話の大切さを学ぶ機会になっているとの感想があり、今後も引き続き交流を進めてい

く予定です。 
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 学ぶ～CLASS～ 

授業 
 

多摩地域および社会全体の課題や、社会課題の解決に取り組む実践的な事例を知るこ

とのできる授業を通して、ソーシャル・イノベーションの考え方を学んでいきます。 

多摩地域形成論 
多摩キャンパスの 4学部の学生が履修できる共通科目です。多摩キャンパス版の「法政

学」として、多摩キャンパスを取り巻く地域社会（歴史・文化・経済・社会環境、そこに

暮らす人たち）から多摩の現状や課題を考えていきます。 

 

SIC関連科目群 
ソーシャル・イノベーションに関連する科目について「SIC関連科目」として多摩キャ

ンパスの学生であれば所属学部の専門科目以外にも受講できる制度です。 

〈2025年度 SIC関連科目〉 

ソーシャルイノベーション論（現代福祉学部） 

コミュニティビジネス論（現代福祉学部） 

ローカルイノベーション論（現代福祉学部） 

中小企業論（社会学部） 

コミュニティ・デザイン論Ⅰ（社会学部） 

スポーツマーケティング論（スポーツ健康学部） 

日本経済論 A/B（経済学部） 

Business Research Seminar A/B（経済学部）  
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【各種イベントポスター】 ※一部を除き、学生が制作しています 
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法政大学 SICの最新の情報を発信中！ 各種サイト・SNSを是非ご覧ください！ 

 

 

 

 
〒194-0298 東京都町田市相原町 4342 

  法政大学多摩キャンパス 1号館（総合棟）2階 

TEL：042-783-3014（平日 9:00～11:30、12:30～17:00） 

Mail：sic@ml.hosei.ac.jp  

 

法政大学ソーシャル・イノベーションセンター 

＠SICtama 

X （旧 Twitter） 

 

Instagram 

 

YouTube 

＠sic_tama 

 SIC WEBサイト SIC学生作成 

WEBサイト  


